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第
５
次
鳩
山
町
総
合
計
画
基
本
構
想

審
議
会
に
一
部
改
定
の
調
査
・
審
議
を
諮
問

今なら最大 30 万円の補助金がでます「ゆるキャラグランプリ 2015」今年もはーとんエントリー中
　町では、単独処理浄化槽またはくみ取り式便槽から町型合併処理浄化槽（※
町が設置・管理する合併処理浄化槽）への転換を促進するため、個人負担と
なっている配管費およびその撤去費に対して補助金を交付しています。（新
築や家の建て替えに伴う浄化槽の設置は補助対象外です）
■補助条件：すべての生活排水が、設置する合併処理浄化槽に流入するよう
配管することが必要です。放流ポンプ槽の設置費用および矢板工事費も補助
対象です。（詳細は右記まで）　■問合せ：役場生活環境課☎ 296－5894

　全国のゆるキャラナンバーワンを決める「ゆるキャラグランプリ 2015」に、町のイメー
ジキャラクター「はーとん」が、今年もエントリーしています！昨年は、皆さまのおかげで、
1,699 体中総合 424 位になることができました。これからも、多くの皆さまに優しいメロディ
を届けられるようがんばりますので、はーとんへ投票をお願いいたします。
■投票期間：８月 17 日（月）午前 10 時～ 11 月 16 日（月）午後６時　■投票方法：
ゆるキャラグランプリ公式サイト（http://www.yurugp.jp/）から投票　※１
日１人１票まで　■問合せ：役場産業振興課 地域活性化担当☎ 296－5895

アスポート相談支援センターへご相談を
☎ 0493－81－3148（埼玉西部）または
☎ 080－2274－1445（毛呂山出張所）

【ＦＡＸ】049－295－7258
【E メール】jiritsu-moro@mopera.net

　

平
成
22
年
７
月
に
策
定
さ
れ
た

第
５
次
鳩
山
町
総
合
計
画
基
本
構

想
。
北
部
地
域
及
び
鳩
山
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
域
の
再
生
・
創
造
事
業

の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
、
地
方

創
生
へ
の
対
応
な
ど
、
策
定
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
町
を
め
ぐ
る
状

況
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
広
報
は
と
や
ま
６
月

号
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
土
地

利
用
構
想
な
ど
の
一
部
を
改
定
す

る
こ
と
と
し
、
鳩
山
町
総
合
計
画

推
進
本
部
（
町
長
を
本
部
長
と
し
、

副
町
長
・
教
育
長
・
課
長
等
で
構

成
）
で
改
定
内
容
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月
上
旬
に

一
部
改
定
（
原
案
）
が
ま
と
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
７
月
21
日
に
鳩
山

町
総
合
振
興
計
画
審
議
会
を
開
催

し
、
一
部
改
定
に
関
す
る
調
査
・

審
議
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
審
議
会
委
員
の
皆
様
か

ら
一
部
改
定
（
原
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
等
を
伺
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
原
案
を
一
部
改
定

（
案
）
に
修
正
い
た
し
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る

予
定
で
す
。

■
実
施
期
間　

９
月
18
日
（
金
）

～
10
月
17
日
（
土
）

■
提
出
方
法　

一
部
改
定
（
案
）

と
ご
意
見
の
提
出
方
法
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

役
場
政
策
財
政
課
（
庁
舎
２
階
）、

役
場
東
出
張
所
、
町
立
図
書
館
に

冊
子
等
を
用
意
し
ま
す
。
ご
意
見

を
文
書
に
ま
と
め
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
様
式
は
自
由
で
す
が
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
は
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
子
育
て
な
ど
、
多
忙
な

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
あ
な
た
に
、

簡
単
で
気
軽
に
取
り
組
め
る
運
動

と
太
ら
な
い
食
事
の
コ
ツ
な
ど
を

お
教
え
し
ま
す
。
女
子
栄
養
大
学

と
の
連
携
事
業
で
、
女
子
栄
養
大

学
講
師
か
ら
食
と
運
動
に
つ
い
て

学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
「
健
康
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
カ
ラ

ダ
づ
く
り
」
に
一
緒
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！

■
対
象　

20
～
50
歳
代
の
町
内
在

住
の
方

■
日
時　
【
①
目
指
せ
！
ス
ッ
キ

リ
ボ
デ
ィ　

太
ら
な
い
食
生
活
の

コ
ツ
】
10
月
13
日
（
火
）　

午
前

10
時
～
午
後
１
時
頃
（
受
付
９
時

30
分
か
ら
）

【
②
目
指
せ
！
ス
ッ
キ
リ
ボ
デ
ィ　

コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
も
軽
く
な
る
運

動
講
座
】
10
月
16
日
（
金
）　

午

前
10
時
～
11
時
30
分
（
受
付
９
時

30
分
か
ら
）

■
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

①
講
座
と
調
理
実
習

②
脂
肪
燃
焼
効
果
が
あ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど

■
講
師　

女
子
栄
養
大
学　

生
涯

学
習
講
師　

宮
崎 

美
紀 

氏
（
管

理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指
導
士
）

■
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

■
持
ち
物　

①
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
て
ぬ
ぐ
い
・
ス
カ
ー
フ
で
も

可
）、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
室
内
用

上
履
き　

②
室
内
運
動
靴
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
等
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

◆
運
動
講
座
は
、
希

望
に
よ
り
就
園
前
の
お
子
さ
ん
の

保
育
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

◆
参
加

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。

■
申
込
・
問
合
せ　

９
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
、町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
９
６

－

２
５
３
０
）
ま
で
。

　

経
済
的
に
苦
し
い
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
ア
ス
ポ
ー
ト
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
か
ら
、
相
談

員
が
一
緒
に
課
題
を
整
理
し
、
自

立
ま
で
支
援
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

■
対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方　

①
県
内
在
住
の
方　

②

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方　

③
失
業
・
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方

■
相
談
内
容　

就
職
、
住
ま
い
、

家
計
な
ど
の
暮
ら
し
の
悩
み
（
左

図
参
照
）

■
相
談
窓
口　

ア
ス
ポ
ー
ト
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
支
部
・
毛
呂

山
出
張
所
（
月
～
金
曜
日
。
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

※
面
談
は
、
ご
自
宅
や
町
役
場
ま

た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
行

え
ま
す
。

■個別要因への対応
土地利用構想
・ 可燃物処理施設建設予定地の変更
・ 主要幹線構想道路・幹線道路の修正

および追加
・ 企業誘致の実現等に伴う産業誘導エ

リアの変更
・ 構想が廃止となった箇所等の取り扱い
協働戦略事業
・ 北部地域活性化基本条例を踏まえた

北部地域再生・創造戦略の再構築（泉
井地区及び上熊井地区の活性化取組
方針への対応）

・ 都市再生整備計画を踏まえたニュー
タウン地域再生・創造戦略の再構築

（都市再構築戦略事業及び立地適正
化等への対応）

・ 鳩山町まち・ひと・しごと創生総合
戦略の策定を踏まえた、新たな協働
戦略事業の検討
その他
・ 東日本大震災を踏まえた政策の検討
・ 新行財政改革計画（新改革プラン）

を踏まえた財源対策計画の見直し

■前期５ヶ年の評価・検証に伴う一部改定
　戦略的計画の「協働戦略事業」と、
分野別計画の「柱となる政策及び主な
政策」における、評価指標等に基づく
必要な見直し（修正・新規追加・削除）。

一部改定の主な内容

個人負担

配管費補助 撤去費補助

最大20万円 最大10万円

最大30万円の
補助

+

■提出先・問合せ■
　役場政策財政課 政策推進担当
　☎ 296－1212

【ＦＡＸ】296－2594
【郵便】 〒350－0392　鳩山町大字

大豆戸 184-16
【E メール】
  h220@town.hatoyama.lg.jp

重い病気になっ
てしまった。治
療や入院など、
これからの生活
がとても心配。

お金も食べ物も
底 を つ い て し
まった。身寄り
もなく、どうし
たらいいかわか
らない。

雇い止め、離職
などで仕事がな
くなってしまっ
た。働きたいが、
なかなか見つか
らない。

引きこもりの息子
と暮らしている
が、自分も高齢で
将来が不安…。

携帯で上記のＱ
Ｒコードを読み
取 る と 投 票 用
ホームページが
開きます

暮
ら
し
に
お
困
り
の
方
の
た
め
の

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

『
目
指
せ
！
ス
ッ
キ
リ
★

ボ
デ
ィ
』
参
加
者
募
集

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
メ
タ
ボ
予
防
教
室

11 10
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認
知
症
が
気
に
な
り
始
め
た

あ
な
た
に
（
Ⅱ
）
鳩
山
版

 

「
妻
の
名
前
は
オ
ー
イ
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

知
っ
て
い
ま
す
か

新
し
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

「
生
活
支
援
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
」等
が

設
置
さ
れ
ま
す

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
合
う
体
制
整
備
に
向
け

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
設
置
事
業
講
演
会

  （
精
神
科
医 

黒
澤 

尚ひ
さ
し

先
生
講
演
会 

第
二
弾
）

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

重
度
認
知
症
の
方
が
在
宅
で
生

活
す
る
に
は
、
介
護
す
る
ご
家
族

を
支
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

昨
年
度
大
変
好
評
だ
っ
た
、
日

本
医
科
大
学
の
名
誉
教
授 

黒
澤

先
生
を
お
招
き
し
、
認
知
症
の
方

へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

９
月
29
日
（
火
） 

午
後

２
時
30
分
～
４
時
（
受
付
は
午
後

２
時
か
ら
）

■
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
階

■
定
員　

１
０
０
人

■
講
師　

精
神
科
医 

黒
澤
尚 

先

生■
申
込
・
問
合
せ　

９
月
28
日

（
月
）
ま
で
に
町
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
９
６

－

７
７
０
０
）

ま
で
。
電
子
申
請
（
※
ペ
ー
ジ
下
部

参
照
）
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

国
で
は
、「
認
知
症
施
策
推
進

総
合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

～
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～
」
で
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
（
認

知
症
か
も
し
れ
な
い
方
）
を
見
か

け
た
ら
、
優
し
く
声
を
か
け
る
協

力
者
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
平
成

27
年
３
月
現
在
、
全
国
で
は
約

６
１
０
万
人
（
新
プ
ラ
ン
で
は

８
０
０
万
人
養
成
目
標
）、
埼
玉

県
21
万
人
、
鳩
山
町
１
５
９
５
人

（
埼
玉
県
内
で
１
位
）
と
な
っ
て

お
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
講
座
を
受
け
て
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
は
、
国

が
作
成
し
て
い
る
「
認
知
症
へ
の

協
力
者
の
し
る
し
」
で
す
。
認
知

症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
目
印
に

な
る
よ
う
、
積
極
的
に
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
！

　

今
後
も
、「
認
知
症
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

町
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
２
９
６

－

７
７
０
０

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
方
で
、
要

介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数
は
、

平
成
27
年
２
月
現
在
、
５
７
０
人

で
す
。
ま
た
、要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
者
数
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
割
っ
た
出
現
率
は
、
10
・
９
㌫

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
低
い

状
況
で
す
。
こ
れ
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
意
識
が
高
く
、
介

護
予
防
活
動
に
努
め
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
介
護
予
防
活
動
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者

の
方
が
、
地
域
や
家
庭
の
中
で
何

ら
か
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
は
、
外
出
す
る
機
会
な

ど
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
介
護

予
防
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
参
加
に
よ
る

幅
広
い
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
行
政
機

関
・
町
内
関
係
団
体
お
よ
び
関
係

機
関
等
で
構
成
さ
れ
る
「
鳩
山
町

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

協
議
会
」
を
９
月
に
設
置
（
予
定
）

し
、
今
後
の
体
制
整
備
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
取
り
組
み
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
し
、

体
制
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
高

齢
者
の
介
護
予
防
活
動
や
日
常
生

活
支
援
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て

い
く
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

町
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
２
９
６

－

７
７
０
０

　

町
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
介
護
や
生
活
の
支
援
が
必
要

と
さ
れ
る
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
日
常
生
活
に
必
要

な
買
い
物
や
掃
除
の
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
活
動
な
ど
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

た
め
の
地
域
づ
く
り

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
協
議
会
等
の
設
置

介
護
予
防
活
動
の
充
実

　

現
在
使
用
し

て
い
る
国
民
健

康
保
険
被
保
険

者
証
は
、
９
月
30

日
で
有
効
期
限

が
満
了
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た

め
、新
し
い
被
保
険
証（
灰
色
）を
、

９
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵

送
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
被

保
険
者
証
（
青
色
）
は
、
各
自
で

は
さ
み
を
入
れ
る
な
ど
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

さ
れ
る
方
（
75
歳
に
達
す
る
方
）
へ

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す
の

で
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
は
、
有
効
期

限
ま
で
に
高
齢
者
支
援
課
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

☆
左
記
の
届
け
出
忘
れ
が
な
い
か

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

認知症の方の声
■「霧がかかったような感じ」
　まるで頭の中に綿がつまっていて、思考と感情に
霧がかかっているような感じ。焦点を定め、注意を
払い、自分の周りの出来事についていくのが難しい。
■「記憶がポッと消えてしまう」
　「今は何をしていたのかな？」ということが、
しょっちゅう起こる。頭の中で探そうとしても分か
らない。バラバラになって、どこかに消えてしまう
感じ。

（出典：「埼玉県認知症サポーター養成講座」資料）

　町では 10 月１日（木）から 12 日（月・祝）までの間に、計量法により有効期間（８年）が満了
になる水道メーターの取り替えを実施します。該当するご家庭に町指定水道工事業者が伺い、
新しいメーターに取り替えますので、ご協力をお願いします。なお、水道メーターの取り替
えに合わせて、不具合のある丙

へ い

止
し

水
す い

栓
せ ん

（メーターボックス内のバルブ）の取り替えも行います。
【該当するメーターの例】メーターのふたの裏側に貼られたシールに、「27.10」から「28. ９」
までの期間が書かれたメーター
■問合せ：役場水道課 業務担当☎ 296－1228

水道メーターの取り替えを実施します

※�町ホームページのトップ画面にある「便利ガイド」内「電子申請・届出サービス」ページにて「鳩山町」を選択してください。
原則 24時間手続きできます。利用に際し、ＩＤ登録の手続きは必要ありません。�

等
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
の
方
が

実
施
す
る
取
り
組
み
も
含
め
て
、

多
様
な
担
い
手
に
よ
り
、
高
齢
者

の
支
援
体
制
を
、
地
域
の
中
で

作
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

役
場
町
民
課 

保
険

年
金
担
当
☎
２
９
６

－

５
８
９
１

「はあと倶楽部（介護予防教室）」

国 民 健 康 保 険
の加入・喪失 事　由 持参するもの

加入するとき
職場の健康保険をやめ
たとき
・退職した　
・扶養家族からはずれた

職場の健康保険における
左記の事由異動日が分か
る書類、認め印、年金手帳

喪失するとき
職場の健康保険に入っ
たとき
・就職した
・扶養家族になった

新たに加入した職場の健
康保険証、国民健康保険
証、認め印

黒澤 尚 先生

【黒澤先生からのコメント】
　前回は基礎的な話しをさ
せていただきましたので、
今回は日頃の診療で家族に
指導している現状を認識す
る対応（「黒澤の 7K」を含む）
を変えるなどについてお話
したいと思います。

みんなで
つけよう

ムダなく使おう
大切な水

27.10
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行政トピックス

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
を
一
人
ひ
と

り
に
お
届
け
し
ま
す

国
勢
調
査
の
調
査
員
が

各
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

「
通
知
カ
ー
ド
」
を
大
切
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

マイナンバー
キャラクター　
マイナちゃん

昨年のコーナー展開の様子

◆もっと詳しく知るには？
　制度概要などは内閣府官房ホームペー
ジ（http://www.cas. go. jp/jp/seisaku/ 
bangoseido/）に掲載しています。また、
国のマイナンバー制度専用ダイヤルで
は、ご質問などを受け付けています。
マイナンバー制度専用ダイヤル
☎ 0570－20－0178（平日午前９時
30 分～午後５時 30 分）

はとやま

雑　　感
町長　小峰孝雄

【今月のテーマ】鳩の日

　

10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所
に

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

10
月
か
ら
皆
さ
ま
の
住
民
票
の

住
所
に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
通
知
す
る
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー

ド
）
が
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
請
窓
口
で
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
書
類
で
す
。
ま
た
、

原
則
、
生
涯
同
じ
番
号
を
使
い
続

け
て
い
た
だ
き
、
自
由
に
変
更
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
通
知
カ
ー
ド
は

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
、
年
金
、
医
療
保
険
、

雇
用
保
険
や
税
の
手
続
き
な
ど
で

使
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

情
報
連
携
（
国
は
平
成
29
年
１
月

か
ら
、
地
方
公
共
団
体
で
は
平
成

29
年
７
月
か
ら
順
次
開
始
）
に
よ

り
、
申
請
時
の
課
税
証
明
書
等
の

添
付
省
略
な
ど
、
国
民
の
負
担
軽

減
・
利
便
性
向
上
が
実
現
し
ま
す
。

go.jp/kojinbango_card/

）
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
申
請

に
よ
り
平
成
28
年
１
月
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
同
時
配
布

さ
れ
る
申
請
書
の
提
出
に
よ
り
、

顔
写
真
付
き
で
身
分
証
明
書
に
も

利
用
で
き
る「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
詳
細
は
今
後
ご
案
内
す
る

予
定
で
す
）

■
問
合
せ　

役
場
町
民
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
１

　

�

住
民
票
の
住
所
地
以
外
に
送
付

希
望
の
方
は
事
前
申
請
を

　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

住
民
票
の
住
所
地
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
が
必
要
な
方　

①
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住
所
地

以
外
の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方　

②
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
、
児
童
虐
待
の
被
害
者
で
住
所

地
以
外
の
居
所
に
移
動
さ
れ
て
い

る
方　

③
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期

間
、
医
療
機
関
・
施
設
に
入
院
・

入
所
さ
れ
て
い
る
方

■
申
請
期
限　

９
月
25
日
（
金
）

（
必
着
）

■
申
請
方
法　
「
居
所
情
報
登
録

申
請
書
」
を
、
本
人
確
認
書
類
等

の
添
付
書
類
（
詳
細
は
下
記
ま
で
）

と
と
も
に
住
民
票
の
あ
る
住
所
地

の
市
区
町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
。

な
お
、
申
請
書
は
、
役
場
町
民
課

で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
総
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.soum
u.

　

平
成
27
年
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
勢

調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
と
世
帯
を
対
象
に
、

５
年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
重
要

な
調
査
で
す
。
今
回
の
調
査
か

ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
高
齢
者
の

■
調
査
方
法　

調
査
員
が
９
月

上
旬
か
ら
各
世
帯
を
訪
問
し
て

調
査
関
係
書
類
を
配
布

■
調
査
内
容　
「
男
女
の
別
」、

「
出
生
の
年
月
」、「
就
業
状
況
」、

「
従
業
地
又
は
通
学
地
」
な
ど
全

部
で
17
項
目

国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た

不
審
な
電
話
や
訪
問
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

◆
国
勢
調
査
は
、
電
話
や
電
子

メ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
国
勢
調
査
に
は
預
金
や
収
入
な

ど
に
関
す
る
調
査
事
項
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
調
査
員
は
、
顔
写
真
付
き
の
調

査
員
証
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

◆
国
勢
調
査
で
金
品
を
要
求
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
国
勢
調
査
２
０
１
５　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
（
総
務
省

統
計
局
）http:// kokusei2015.

stat.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

役
場
総
務
課

☎
２
９
６

－

１
２
１
４

介
護
・
医
療
、
若
者
の
雇
用
対
策
、

児
童
福
祉
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
る

基
礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
調
査
対
象　

10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
普
段
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
方
（
外
国
の
方
も
含
む
）

及
び
世
帯

交通事故に気をつけましょう
　町内では、平成 21 年より６年間、交通死亡事故ゼロ
が続いています。しかし、前年に比べ人身事故が多発し
ており、平成 27 年６月末現在の発生率は、県内ワース
ト１位となっています。「交通安全は家庭から」を合言
葉に、交通ルールを守って、事故を防ぎましょう。
■問合せ：役場生活環境課☎ 296－5894

町内で人身事故が急増中

　８月１０日は、「鳩の日」といわれている
ようです。どこかで公に決まったというこ
とではなく、「８( ハ )・１０(ト)」という語
呂合わせで、そのようにいわれているよう
です。
　最近では、鳩にちなむ鎌倉土産で有名
な老舗の菓子メーカーが、鳩の日限定の商
品を開発し、大盛況のようです。

★
　さて、鳩は平和の象徴でもあります。平
和を願うという面では、８月６・９日は、
７０年前、広島・長崎へ原爆が投下された
日です。
　さらには、８月１５日は、終戦記念日です。
今年は、戦後７０年という事で、平和に関
するドラマやドキュメンタリーが、例年以
上に放映された気がします。力作もありま
した。

★
　以前にも、８月には平和に関するドラマ
やドキュメンタリーが放映されています。
ドラマでは、明石家さんま主演の『さとう
きび畑の唄』、松たか子主演の『広島 昭和
２０年８月６日』。ドキュメンタリーでは、『最
後の絆 沖縄・引き裂かれた兄弟』『二度と
原爆を使ってはいけない』など、私には記
憶に残る作品もあります。

★
　トルストイの名作『戦争と平和』は、ナ
ポレオンのロシア遠征などを歴史的背景と
しながら、約５０年後に大河歴史小説とし
て描かれました。
　ヒロシマ・ナガサキや日本の終戦をテー
マにした歴史的な作品が、やがて生まれる
ものと思いますし（すでに生まれている？）、
現代では、そうした作品は、映像文化で生
まれるのではないかと考えています。
  　  ★
　８月１０日が「鳩の日」
だと初めて知りましたが、
８月６・９・１５日と絡めて、

「平和の日」や「平和週間」
という位置付けもあって
いいのではないかと個人
的には思います。

センサスくん

ミライちゃん

こ
こ
ろ
の
元
気
に
役
立
つ

本
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す

町
立
図
書
館
・
町
保
健
セ
ン
タ
ー
共
催

　

毎
年
９
月
10
日
～
16
日
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
定
め
た
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
（
９
月
10
日
）
に
伴
う
自
殺

予
防
週
間
で
す
。

　

自
殺
予
防
週
間
と
は
、
誰
も
が

心
の
健
康
を
損
な
う
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
人
ひ
と
り
が

自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
身
近
な
問
題
と
し

て
受
け
止
め
る
こ
と
、
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
を
知
り
、
そ
の
対
応

方
法
等
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
命
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
内
閣
府
が
定
め
、
国
全
体

で
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

町
立
図
書
館

と
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨

年
に
引
き
続

き
、
図
書
館

所
蔵
の
関
連
書

籍
な
ど
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
の
「
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん

の
部
屋
」（
22
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、

こ
の
中
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
本
を
読
む

こ
と
を
通
し
て
、
生
き
る
こ
と
や

命
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
ち
、

自
身
の
こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
一

冊
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

８
月
29
日
（
土
）
～
９

月
29
日
（
火
）

■
場
所　

町
立
図
書
館
内
特
設

コ
ー
ナ
ー

■
問
合
せ　

町
立
図
書
館
☎

２
９
６

－５
６
６
０
ま
た
は
町
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
２
９
６

－２
５
３
０

誰も自殺に追い込ま
れることのない社会
の実現を目指して
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